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出題のねらい

　博士後期課程での学修に必要な基本的能力を有しているか確認する目的の試験である。
　「英語小論文」の試験では、自分の見解を英語で発信する能力を測定する。評価のポイントは下記の通り。英語の表
現力のみでなく、考えの一貫性や妥当性、論述の構成力も確認する。
　「専攻分野に関する筆記試験」は、英文学テクストの読解能力を確認する問題と、批評理論に関する論述文章を読み
解き理解する能力を確認する問題を出題した。出典は、前者がGraham Greeneの長編小説Monsignor Quixote、後者が
Wolfgang Iserの The Act of Reading。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

【英語小論文】
　採点時の評価ポイント：英語表現能力、一貫した主張の提示、論述の構成

【専攻分野に関する筆記試験】
　大問Iは、英文学テクストの読解能力を確認する問題。採点時の評価ポイントは、小説の英語を正確に読むことがで
きるか（文法語法の知識や語彙の確認も含む）、文脈を踏まえ登場人物の発言の目的・意図・役割を把握できるかであ
る。とくに設問 4.にて、修辞疑問文の中に否定的なニュアンスを読み取ることができるかを見た。
　大問IIは、古典的な批評理論の書からの引用を読んで、研究の方法論を学ぶための素養を確認した。採点時の評価ポ
イントは、論述内容を整理して理解できるか、そして自分の言葉で説明できるかである。


